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ネスレ日本株式会社 ネスレ ヘルスサイエンス カンパニー（本社：兵庫県神戸市、カンパニープレジデント： 

中島昭広、以下「ネスレ ヘルスサイエンス」）、および医療法人錦秀会の共同研究「胃食道逆流症患者における

経管栄養の医療経済性に関する検討」の成果が、欧州臨床栄養代謝学会（European Society for Clinical 

Nutrition and Metabolism: ESPEN）※1 の公式学術誌「Clinical Nutrition ESPEN」に掲載されまし

た（筆頭著者：ネスレ ヘルスサイエンス 鎌田征和）。 

本研究では、日本の療養病棟におけるリアルワールドデータに基づき、高齢の胃食道逆流症（GERD）患者に

おける経管栄養不耐性による不測の中断が、病院経営にどのような経済的負担をもたらすかを詳細に分析し

たものです。医療機関の経営環境が急速に悪化する昨今において、経管栄養不耐性がもたらす臨床的および

経済的な二重の影響を明らかにすることで、早期の栄養介入や適切な流動食選択といった予防的戦略が、 

患者のアウトカム向上のみならず、病院経営の持続可能性を支える不可欠な要素であることを示唆しています。 

ネスレ ヘルスサイエンスは、科学的な根拠に基づき、顧客課題や社会課題の解決に向けた栄養に関する 

ソリューションを提供し続けることを目指しています。今後も、研究活動や学術発表によって栄養療法の発展に

寄与するとともに、科学的根拠に基づいた製品やサービス、情報提供を行っていきます。 

 
※1 欧州臨床栄養代謝学会（European Society for Clinical Nutrition and Metabolism、略称 ESPEN）は、臨床栄養

の分野でヨーロッパを代表する学会。1979 年に設立。世界の栄養学分野において、学術と教育の両面で指導的な役割を担って

います。 
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胃食道逆流症を患う高齢の入院患者において、経管栄養の不耐性が 

病院経営に与える経済的損失に関する分析結果を報告 

国際的学術雑誌『Clinical Nutrition ESPEN』に掲載 

https://www.sciencedirect.com/science/article/pii/S240545772503205X?via%3Dihub
https://www.sciencedirect.com/science/article/pii/S240545772503205X?via%3Dihub


 

（筆頭著者：ネスレ ヘルスサイエンス 鎌田征和） 
 
研究の結果の概要 
 
1. 高い中断率とリスク因子：  調査対象となった高齢 GERD 患者の 23.5%が経管栄養不耐症による経腸 

 栄養の中止を経験しました。不耐症による経管栄養中止のリスクは BMI が 

 低値の患者で高くなりました。 

 

2. 病院収益への影響：  経管栄養が中断されると、診療報酬上の包括請求項目である点滴（静脈栄養）や診 

  断検査の費用が増加する一方で、入院時食事療養費などの収益が減少しました。 

  その結果、病院側の損失が大幅に増加する構造が明らかになりました。 

 

3. シミュレーションによる損失額： 高齢 GERD 患者 10 名あたり、4 週間で約 24 万 8 千円の病院損失 

 が発生すると試算されました。 

 特に BMI が低値の患者や、半消化態流動食を使用している患者で損 

 失額が大きくなる傾向が見られました。 

■ネスレ ヘルスサイエンスについて 

ネスレ ヘルスサイエンスは、2011年食品飲料業界のリーディングカンパニーである「ネスレ」によって創設された、先進的な 

ヘルスサイエンスカンパニーです。世界140カ国以上で、12,000人以上の社員が在籍し、消費者向け健康製品、医療介護施設向

け栄養補助製品、科学的知見を取り入れたビタミンやサプリメントなど、幅広いブランドを展開しています。「高い付加価値」と 

「グローバルな研究開発力」を強みとし、「栄養の力」を基軸に、総合的に健康をサポートする提案をしています。 

 

■ネスレ ヘルスサイエンスのパーパスについて 

ネスレ ヘルスサイエンスは、“Empowering healthier lives through nutrition（栄養を通じて、人々のより健康的な生活

を支援すること）”をパーパスとしています。消費者、医療・介護現場が願う健康的な生活のため、高品質で科学的根拠に基づく 

栄養ソリューションを顧客に提供しています。 

 
 
 
 
 

 

【メディアお問い合わせ】 

ネスレ日本株式会社 ネスレ ヘルスサイエンス カンパニー 

 東京都品川区東品川 2-2-20 天王洲オーシャンスクエア 20F PR 担当：津田 

TEL： 0120-130-650 （受付時間：午前 9 時～午後 5 時 土日祝を除く） 

 E-mail：nhs_pr@jp.nestle.com 

お客様相談室 0120-00-3088 

ネスレ ヘルスサイエンス カンパニー www.nestlehealthscience.jp ネスレ日本 www.nestle.co.jp  

 


